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 研究分野：数物系科学 科研費の分科・細目：数学・幾何学 キーワード：古典的微分幾何，ヘッセ多様体，共形平坦超曲面，曲線の運動，可積分系，実超曲面，離散化，情報幾何 
 １．研究計画の概要  本研究の目的は、射影微分幾何を中心に、ユークリッド微分幾何、アフィン微分幾何、共形微分幾何など古典的微分幾何の諸理論を現代的な手法を用いて研究し、得られた成果を他分野に応用することである。特に （１） 古典的微分幾何学でこれまで蓄積されてきた成果を、可積分系理論などを用いた現代的な観点から書き直し再検討することによって、古典的微分幾何の新たな展開を図ること。 （２） その研究を通して、逆に可積分系理論に対し豊富に具体例と問題を提供すること （３） 特殊ケーラー幾何や情報幾何、特異点論などの他分野への古典的微分幾何の応用を切り開くこと が本研究の中心課題である。 
 ２．研究の進捗状況  本研究課題でこれまでに得られた主な成果は以下の通りである。 
 （１） アフィン微分幾何を用いて、情報幾何に現れる幾何構造であるヘッセ構造でヘッセ断面曲率が定数になるものを、適当な極大性の仮定のもとで研究し、○1 ヘッセ断面曲率が０または正定数であるヘッセ構造を一般次元ですべて構成・分類し、○2 ヘッセ断面曲率が負定数である２次元ヘッセ構造をすべて構成した。 

（２） 可積分系方程式が付随する種々の曲線の運動を調べ、主として次の結果を得た。○1 いくつかの運動に関して、ハミルトン系としての定式化や離散化を与えた。○2 KdV 方程式と変形
KdV 方程式の間のミウラ変換の幾何学化した。○3 ３次元ユークリッド空間における渦糸の時間発展を記述する局所誘導階層の進行波解を構成し、ソリトンクラスと呼ばれる解の具体的な表示式を求めた。 （３） ユークリッド空間内の Kirchhoff 弾性棒のエネルギー汎関数を解析的に研究し、その不安定臨界点を構成する上で重要な解析的な条件が満たされることを示した。 （４） ４次元空間形内の共形平坦な超曲面について、その具体的な構成法を研究し、○1 これまで得られている具体例の内的な特徴付けを与え、○2 この特徴付けを満たす共形平坦超曲面を完全に分類した。さらに、○3 一般の共形平坦超曲面はある条件を満たす関数から構成され、共形平坦な超曲面の１径数族が付随することを見出した。 （５） 複素射影平面・複素双曲平面内の実超曲面について、第二基本形式または曲率に関する制約条件のもとで、その構造を研究した。また、階数１のコンパクト対称空間内の実超曲面について、大域的な完備性の条件のもとで構造を調べ、主曲率が一定で
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二つあり、正則断面曲率に関するある種の条件を満たすものは測地球であることを示した。 
 ３．現在までの達成度  
○
2 おおむね順調に進展している。  （理由）  研究の進捗状況にあるように、古典的微分幾何の諸分野において、本研究課題の目的に沿った多くの成果をあげることができている。実際、アフィン微分幾何、ユークリッド微分幾何、共形微分幾何のこれまでの成果を現代的に見直すことにより、可積分系理論を用いた新たな成果を得、逆に古典的微分幾何を用いて、可積分系方程式に関する結果の幾何学化を与えることができた。さらに、曲線の変分問題や階数１のコンパクト対称空間内の実超曲面の理論においても新たな成果をあげた他、アフィン微分幾何を応用することにより、情報幾何に大きく貢献することができている。 

 ４．今後の研究の推進方策  本研究のこれまでの順調な進展に鑑み、研究代表者・研究分担者・連携研究者はこれまで通りの役割分担の下で研究を遂行する。ただし、本年度は最終年度であるため、得られた研究成果を総合するため、これまで以上に緊密に連絡を取りながら研究をすすめる。  ５. 代表的な研究成果 （研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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